
オールシーズン対応可能な改質リネン編地の開発 

Research and development of modified-linen knit fabric for all seasons 
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応募企業 (株)シラカワ二本松工場 

本事業では、天然繊維(リネン)と機能性(保温性、吸放湿性等)の関係を明らかにし、両機

能性(保温率≧20[%]、吸放湿能力⊿MR≧25[%])を兼ね備えた改質リネンの素材構成を提案

した。 
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１．緒言 

麻素材(リネン、ラミー) 注 4)は、繊維のハリ(硬さ)と

吸湿性の高さに特徴がある。主に夏用素材として麻

100[%]、または異素材と複合化することで様々な衣料

素材に使用されている。応募企業では、麻素材の中で

も繊細でしなやかな「リネン」に着目し、市販のリネ

ン糸を特殊加工(柔軟性、伸縮性及び撥水性を付与)し

た改質リネン糸の開発に取り組んでいる。 

今後、改質リネン糸を現在主流の夏用素材に限定せ

ず、夏は涼しく冬温かいオールシーズン対応のヘルス

ケア素材として幅広く展開したいと考えている。 

しかし、社内における糸状の物性と風合い評価には

限界があり、改質リネン糸を使ったニット素材の機能

性を評価するには、糸の改質から編地の作製(柄組、編

成、試作、評価)まで膨大な開発期間を要することが技

術課題の一つになっている。 

そこで、改質リネン糸を使ったニット素材と機能性

(保温性、吸放湿性等)の関係を、予め知見できれば、

今後の開発スピードを短縮する上で有効な手段になる

と考えられる。なお麻素材の先行文献には、吸放湿性

と速乾性に関するものは大川 1)により示されているが、

併せて保温性との組み合わせについて報告された文献

は見当たらない。 

＜研究目的＞ 

改質リネンと機能性の関係を求め、オールシーズン

対応可能な素材構成を提案すること。 

＜研究目標＞ 

改質リネンの吸放湿性、吸放水性及び保温性を明ら

かにし、両機能(保温率≧20[%]、⊿MR≧25[%])を兼ね

備えた試作品(改質リネン横編地)を作製すること。 

２．試験方法 

２．１．原料 
使用した繊維原料を表１に示す。ⒶⒷが対照区、そ

れ以外が比較区となる。 

Ⓐは応募企業より提供された改質リネン 60番の単糸、

Ⓑは改質リネンに撥水処理を行った加工糸を示す。 

表１ 繊維原料 

２．２．試験片作製 

試験片用の横編地の作製条件を表２に示す。 

表２ 横編地の作製条件 

２．３．機能性試験 

保温率は、保温性試験機(JIS L 1096 保温性 A 法

準拠)の恒温板(36[℃])に横編地を 2[H]放置し、放散

される熱損失 Aを求めた。また横編地のないブランク

状態で放散される熱損失 Bを求め、下記により保温率

を算出した。 

保温率[%]＝(1-A/B)×100 

保温率の値が高いほど、衣服を着用した際に外気への

熱損失が少なく体温の低下を防ぐことができる。 

一方、含気率は横編地の見かけの体積内に含まれる

空気の割合を下記により算出した。 

P=(V-Vr) /V 

P：含気率[%] 

V：横編地の見かけ体積[㎤] 

Vr：横編地に含まれる繊維実質の体積[㎤] 

また安田等 2)の文献を参考に、図１に示す編地に含

まれる水分量を、表３に区分けし、編地の浸漬後に含

まれる水分量[最大吸水量]を A+B、また繊維内部に含
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まれる吸水量 Bを B1+B2+B3と定義した。 

表３ 糸状または編地に含まれる水分量の定義 

各吸水量、吸湿量は JIS L 1051の絶乾質量に対す

る相対割合で算出した。 

次に⊿MRは、絶乾状態(105[℃]、12[H]以上)の重量

と雰囲気Ｘ(20[℃]、65[%RH]、12[H]以上)及び雰囲気

Ｙ(40[℃]、95[%RH]、12[H]以上)の重量から各雰囲気

の吸湿率を下記により求め算出した。 

雰囲気Ｘの吸湿率[%]＝ 

(雰囲気Ｘの絶乾重量)/絶乾重量×100 

雰囲気Ｙの吸湿率[%]＝ 

(雰囲気Ｙの絶乾重量)/絶乾重量×100 

吸放湿能力⊿MR[%]＝ 

(雰囲気Ｙの吸湿率)－(雰囲気Ｘの吸湿率) 

⊿MR[%]は、数値が大きい方ほど衣服を着用した際に、

体表面から生じる不感蒸泄[気相の水分]を吸収する能

力に優れ、特にインナーウェア等における快適性の目

安となる。 

３．結果と考察 

３．１．各種繊維と保温率、保温率/厚み、及び厚みと

の関係 

Ⓐは応募企業より提供された改質リネン 60番の単糸、

Ⓑは改質リネンに撥水処理を行った加工糸を示す。図

２より合成繊維 PET、Ⓐ、絹は他の繊維素材に比べ保

温率が約 1/2程度に留まる。Ⓑの保温率は毛には及ば

ないものの、毛+リネン及び綿と同等の値を示した。Ⓑ

の単位厚み当たりの保温率は、他の繊維素材を上回る

結果を示した。 

３．２．改質リネンⒶⒷを複合化した際の保温率、保

温率/厚みの関係 

Ⓐ、Ⓑに続く数値は編成時の糸本数を示し、数値が

大きいほど厚い編地となる。数値を含まないⒶ、Ⓑは

単糸で編地を編成したことを示す。 

図３より、Ⓐは２本編成、Ⓑは単糸編成時に最も高

い保温率を示した。これは編地の含気率が高いほど保

温率が高い傾向を示す松平 3)の結果と一致する。一方、

保温率は編地の厚みとは相関が低いことを示唆してい

る。ⒶⒷを複合化した編地は、Ⓐ2 及びⒷの中間的な

保温率を示す結果となった。 

３．３．各種繊維の最大吸水率と飽和吸湿率、飽和吸

水率－飽和吸湿率、及び繊維間隙吸水率の関係 

図４より、繊維間隙吸水率は、綿が最も高く発汗時

の吸水性に優れる素材と言える。飽和吸水率-飽和吸湿

率においても、綿、絹は繊維内部及び表面に液相の水

分を取り込み易いことを示している。 

図１ 水分量の定義(イメージ) 

(左から絶乾状態、B1：飽和吸湿状態、B：飽和吸水状態、

A+B：最大吸水状態) 

図２ 保温率と厚みとの関係 

図３ 改質リネンⒶⒷの複合化と保温率の関係 

図４ 繊維間隙吸水率と飽和吸湿率の関係 
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合成繊維 PETは、飽和吸湿率が最も低い値を示すこ

とから、着用時の蒸れ感を引き起こし易い素材と推察

される。 

一方、Ⓑの繊維間隙の吸水率は極めて低い値を示す。

これは合成繊維 PETの約 1/30、Ⓐの約 1/20に相当し、

多量の発汗や降雨による吸水、及び浸水後にも服地が

重くならないことが示唆される。 

よって速乾性が要求されるスポーツ分野、または重

く水分を含んだ服地が長時間体温を奪うことが問題視

される登山、救難等の衣料として可能性が期待される。 

他方、Ⓑが合成繊維 PETと大きく異なる点は、気相

の水分を最も高い割合で吸収することから、着用時の

蒸れ感を抑制できる点を兼ね備えていることが挙げら

れる。 

３．４．各種繊維と標準状態水分率、吸放湿性⊿MR及

び飽和吸湿率の関係 

吸放湿性⊿MR は、標準状態(20[℃]、65[%RH])と多

湿状態(40[℃]、95[%RH])により算出した。⊿MR[%]は、

数値が大きい方ほど衣服を着用した際に、体表面から

生じる不感蒸泄(気相の水分)を吸収する能力に優れ、

特にインナーウェア等における快適性の目安となる。

図５より、Ⓑは最も⊿MRの値が大きく、合成繊維 PET

の約 5倍、毛の約 2倍、絹の約 1.4倍の快適性を示す。

これは着用時の蒸れ感を抑制する飽和吸湿率が極めて

高いことに裏付けられている。 

３．５．各種繊維の最大吸水率と乾燥時間[未脱水、8

分脱水]の関係 

図６より最大吸水率が最も高いのは綿、最も低いの

がⒷとなる。発汗時の吸水率に優れる綿は、その反面

発汗後の濡れ感、汗冷えが不快感を増し、未脱水から

標準状態までの乾燥時間は約 14 時間、また 8 分脱水

後でも約 8時間程度の乾燥時間を要する。 

一方、Ⓑは最大吸水率が最も低く、未脱水から標準

状態までの乾燥時間は、合成繊維PETよりも短い約1.4

時間、8 分脱水後も約 1 時間程度で乾燥することを示

す。 

３．６．改質リネン横編地の試作 

以上の結果から、単位厚み当たりの保温率≧20[%]、

⊿MR≧25[%]を満たし、併せて高い速乾性を兼ね備えた

改質リネン糸Ⓑを使用した下記の試作品を作製した。 

４．結言 

本研究により、改質リネン＋撥水処理を施したⒷ単

独または改質リネンⒶを複合化することで、綿、毛、

毛+リネン、絹、PET素材よりも優れた単位厚み当たり

の保温率≧20[%]、⊿MR≧25[%]を満たし、併せて高い

速乾性が達成できると推測される。 
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図７ 改質リネン横編地の試作品 

(７[G]リンクス柄ホールガーメント、重量：360[g]) 

図５ 標準状態水分率、⊿MR及び飽和吸湿率の関係 

図６ 最大吸水率と乾燥時間の関係 

令和元年度福島県ハイテクプラザ試験研究報告

- 3 -



 

用語解説 

注 1)改質リネン 

市販のリネン素材に特殊加工を施し、柔軟性と伸縮性

及び撥水性を付与した加工糸。 

 

注 2)吸放湿能力⊿MR 

⊿MRは、絶乾状態(105[℃]、12[H]以上)の重量と雰囲

気Ｘ(20[℃]、65[%RH]、12[H]以上)及び雰囲気Ｙ

(40[℃]、100[%RH]、12[H]以上)の重量から各雰囲気の

吸湿率を下記により求め算出した。 

雰囲気Ｘの吸湿率[%]＝ 

(雰囲気Ｘの絶乾重量)/絶乾重量×100 

雰囲気Ｙの吸湿率[%]＝ 

(雰囲気Ｙの絶乾重量)/絶乾重量×100 

吸放湿能力⊿MR[%]＝ 

(雰囲気Ｙの吸湿率)－(雰囲気Ｘの吸湿率) 

 

注 3)保温率 

保温性試験機(JIS L 1096保温性A法準拠)の恒温板

36[℃]に横編地を 2[H]放置し、放散される熱損失 Aを

求めた。また横編地のないブランク状態で放散される

熱損失 Bを求め、下記により保温率を算出した。 

保温率[%]＝(1-A/B)×100 

 

注 4)麻素材(リネン、ラミー) 

麻は天然繊維に分類され、植物の茎を利用したじん皮

繊維のこと。衣料の「麻」は麻(リネン)と苧麻(ラミー)

の二種類のみ。 
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